
資料 1 
◆山部会９年の実績 

課題 テーマ 解決手法 実際の取り組み 

● 山と山村の課題 

 

山村再生担い手づくり事例集 ・森林の適切な管理は山

村再生が重要。先ずは人

づくりに取り組む。 

・平成25年から平成27年の3カ年に及ぶ事例集の取材先は、64団体となり、取材者と取材先との新たな関係も生まれた。

（平成25～平成27年） 

・平成25年に訪問した取材先を対象に、再訪問を行った（その後、いかがお過ごしですか？プロジェクト）（平成28年） 

・「山村再生担い手づくり事例集」から「流域圏担い手づくり事例集」に名称を変えて、流域全体に対象を広げて取材を行

った。（平成29～平成30年） 

・取材先と取材者、取材者同士のつながりを目的とした「事例集交流会」を行った。（平成29年～平成30年） 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 山村ミーティング ・山村再生を支援する取組

みへの参加・情報共有を

行う。 

・山川海流域フェスティバルの骨子を取りまとめた。中川町きこり祭（北海道）を目標に地域の祭の中で試験的に導入する

ことが話し合われた。（平成27年） 

・矢作川最上流端から河口までを自転車で巡る流域キャラバンが提案され、時期（夏休み）や対象者（小学生）といった詳

細が検討された。（平成27年） 

・矢作川感謝祭を開催し、流域の森林組合（根羽・恵南・豊田・岡崎）が一堂にPRを行った。（平成29年～平成30年） 

・矢作川流域林業担い手100人ヒヤリングを実施している。（平成29年～平成30年） 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

● 林業・森林の課題 

 

森づくりガイドライン ・流域圏として統一性のあ

る森林管理を行うための

ガイドラインを作る。 

・矢作川流域圏の森づくりや間伐の取組みについて情報収取を行った。（平成24～平成30年） 

・額田木の駅プロジェクトが5月15日に発足し、順調に木材の搬出が行われている。根羽、恵那、豊田、岡崎と矢作川流

域の4つの自治体で木の駅プロジェクトが稼働している。（平成27年） 

・岡崎市では、水循環基本法(Ｈ26制定)の制定に先駆けて水循環推進協議会「緑のダム部会」が発足した。これに関連し

て、矢作川流域圏にモデル地域を設定し、適切な管理（間伐）と流量の関係について、定量的な検証が必要であるとの

意見が出た。（平成27年） 

・近自然森づくりを実施する、荒山林業を訪問した。（平成27年） 

・流域という観点から、同様の課題を抱える神奈川県山北町の森づくりを学んだ。（平成28年） 

・森づくりガイドラインの骨子について、情報共有と意見交換を行った。（平成29年） 

・山川海の合同部会を設け、矢作川の特徴や課題について、学術的な成果を下に意見交換を行った。（平成30年） 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 木づかいガイドライン ・矢作川の森の恵みが中

下流・海まで届くガイドラ

インを作る。 

・木材利用の推進について、WGにてブレーンストーミングを実施した。（平成25年） 

・木づかいガイドラインは、根羽森林組合が主となり情報収集を進めている。（平成26～平成27年） 

・木づかいライブ・スギダラキャラバンは、流域内のみならず、名古屋や東京への出展等を通して認知度が拡大している。

（平成26年～平成30年） 

・流域ものさしを流域共通のアイテムとし、流域の市民に対して周知を進めている。（平成26～平成30年） 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

  



○できたこと 

・流域圏（山村再生）担い手づくり事例集を平成25年度以降毎年発行することができた。また、事例集交流会を通じて、流域圏内の団体同士の連携が生まれた。 

・「根羽」「恵那」「豊田」「岡崎」の4つの地域を回りながら、山村再生や森づくり・木づかいに関する現地見学、キーパーソンとの意見交換を行うことができた。 

・流域林業担い手100人ヒヤリングを実施し、流域の山の担い手の声をとりまとめた。 

・合同部会の実施 

○もう少しでできたこと 

 ・山村ミーティング（イベントの実施） 

 ・森づくりガイドラインの策定  

 ・木づかいガイドラインの策定 

○できなかったこと 

・矢作川流域最上流部の「平谷村」の不参加  

・他部会員との認識の共有（合同部会を実施し、共通認識をもつ努力は行った） 

 




